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「
深
層
崩
壊
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
深
層
崩
壊
」
に
つ
い
て
、
国
は
将
来
の
発
生
頻
度
を
推
定
し
た
全
国
マ
ッ
プ
を
二
千
十
年
に
作
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

頻
度
が
高
い
と
み
ら
れ
る
地
域
を
中
心
に
三
年
か
け
て
精
密
調
査
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
「
深
層
崩
壊
」
は
、
集
中
豪

雨
や
融
雪
・
地
震
な
ど
に
連
動
し
て
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
深
層
崩
壊
」
に
つ
い
て
、
二
千
十
年
に
全
国
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
以
来
、
頻
度
が
高
い
と
言
わ
れ
る
地
域
は
何
箇
所
に

上
る
の
か
。
ま
た
、
精
密
調
査
の
進
捗
状
況
及
び
調
査
結
果
は
、
直
近
で
現
在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た

い
。

二

「
深
層
崩
壊
」
の
評
価
結
果
を
受
け
て
、
甚
大
な
被
害
を
防
ぐ
、
も
し
く
は
減
災
さ
せ
る
た
め
、
国
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
精
密
調
査
は
い
つ
ま
で
に
全
て
完
了
す
る
予
定
な
の
か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
関
係
す
る
自
治
体

や
地
域
住
民
に
ど
の
よ
う
に
知
ら
し
め
、
防
災
・
減
災
の
た
め
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
具
体
的
な

見
解
如
何
。

一



四

去
る
十
月
二
十
五
日
、
「
深
層
崩
壊
」
の
発
生
頻
度
が
高
い
と
分
析
さ
れ
た
青
森
県
西
目
屋
村
の
大
沢
川
流
域
に
つ
い

て
、
国
が
評
価
結
果
を
公
表
し
た
。
こ
の
評
価
に
お
い
て
、
最
大
被
害
は
ど
の
く
ら
い
と
想
定
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
国
は

こ
の
評
価
結
果
を
受
け
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
具
体
的
な
見
解
如
何
。

五

四
に
関
連
し
、
西
目
屋
村
と
今
後
ど
の
よ
う
に
連
携
を
取
っ
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
具
体
的
な
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


